
[旧平沢寺跡（比企郡嵐山町）]見学レポート その１

ー武蔵武士ー研究の現状と課題

今回のお話は、次回からの「武蔵武士」に対するさまざまな切り口の講義に先立っての総論という位置づけでした。

このお話で貴重だった点は「武士の定義、成立の過程に対して新たに認識」した点です。それは1980年以前には学校の教科書でも

「武士とは地方の有力者であった開発領主が領内の民衆を支配し、また周辺の豪族との対立を解決するために、武装集団となった」と

教えていましたが、そうではなく、今日の教科書で教えているように「武士とは、もともとは朝廷に武芸をもって仕えていた武官のこと」であって

「各地の紛争を鎮圧するために政府から派遣された中・下級貴族のなかで、そのまま在庁官人などになって現地に残り、土着して武装集団と

なっていった」職能集団のことと捉える必要があるということです。

地方で勢力を伸ばしてくる清和源氏や桓武平氏についてもそう捉えると合点のいくところであります。

そこで武蔵武士の第一人者である畠山重忠ですが彼ももとをただすと桓武天皇の子孫で秩父氏として「牧」を経営して富を蓄え勢力を拡大して

いった流れの一族であります。

以下の参考ホームページはこの秩父氏のゆかりの寺院「旧平沢寺跡」と白山神社についてです。

http://ckk12850.exblog.jp/7214781/

http://www.55bbq.com/ch-04/heitakuji.pdf#search='旧平沢寺跡'

http://ckk12850.exblog.jp/7214781/
http://www.55bbq.com/ch-04/heitakuji.pdf


　現在の平沢寺





　　　　本堂





　白山神社鳥居







寺院のようであるが千木と鰹木がのっている















　鬼ものっている



　　不動堂入り口





たいした建物ではない





礎石がころがっている












